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されるが，肝癌に特異度の高い AFP のレクチン結合性分画(AFP-L3%)が 1985 年に発見さ
れ，用いられるようになった．現在では AFP，AFP-L3%ともに肝細胞癌の診断，再発予測，



























た．平均 AFP 値は早期肝細胞癌群が 12.0±8.7ng，正常対照群が 9.6±35.8ng で統計学的
有意差は認めなかった(P=0.796)．一方で平均 AFP-L3%は早期肝細胞癌群が 4.1±4.0%，正
常対照群が 2.0±3.5%で，早期肝細胞癌群で有意に高かった(P=0.024)．AFP-L3%のカット
オフ値を 5%としたとき感度は 33.3%，特異度は 78.7%，精度は 75.3%，7%とすると感度
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